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(57)【要約】
　液体組成物を含む水溶性洗濯単位用量物品であって、前記組成物は、－アニオン性界面
活性剤と、－エトキシ化アルコール非イオン性界面活性剤と、－水と、を含み、アニオン
性界面活性剤の総量と非イオン性界面活性剤の重量比が５：１から２３：１であり、前記
組成物は０．１重量％から５重量％の香料と０．１重量％から５重量％の封入香料とを含
む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体組成物を含む水溶性洗濯単位用量物品であって、前記組成物は、
　－アニオン性界面活性剤と、
　－非イオン性界面活性剤と、
　－水と、を含み、
　アニオン性界面活性剤の総量と非イオン性界面活性剤の重量比が５：１～２３：１であ
り、前記組成物は０．１重量％～５重量％の香料と０．１重量％～５重量％の封入香料と
を含む、単位用量物品。
【請求項２】
　前記アニオン性界面活性剤は、線状アルキルベンゼンスルホネートを含む、請求項１に
記載の単位用量物品。
【請求項３】
　前記アニオン性界面活性剤と非イオン性界面活性剤の重量比が５：１～２０：１、又は
５：１～１５：１である、請求項１又は２に記載の単位用量物品。
【請求項４】
　前記非イオン性界面活性剤は、式Ｒ（ＥＯ）ｎで示す脂肪アルコールエトキシレートを
含み、ここでＲは４～３０個の炭素原子のアルキル鎖を示し、（ＥＯ）はエチレンオキシ
ドモノマーの１単位を示し、ｎは０．５～２０の平均値を有する、請求項１～３のいずれ
か一項に記載の単位用量物品。
【請求項５】
　前記アニオン性界面活性剤は、脂肪酸を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の単
位用量物品。
【請求項６】
　カチオン性ヒドロキシエチルセルロースポリマー、好ましくはトリメチルアンモニウム
置換エポキシドと誘導体化されているヒドロキシエチルセルロースポリマーを含む、請求
項１～５のいずれか一項に記載の単位用量物品。
【請求項７】
　前記カチオン性ポリマーの分子量が１００，０００～８００，０００ダルトンである、
請求項１～６のいずれか一項に記載の単位用量物品。
【請求項８】
　前記ポリマーは、前記組成物の重量で０．０５％～２％、又は０．６％～１％のレベル
で存在する、請求項７に記載の単位用量物品。
【請求項９】
　前記封入香料は、コア材料と、前記コアを少なくとも部分的に取り囲む壁材料とを含み
、前記コアは前記香料を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の単位用量物品。
【請求項１０】
　前記界面活性剤の総量と水との比が３：１～２０：１である、請求項１～９のいずれか
一項に記載の単位用量物品。
【請求項１１】
　０．５重量％～２５重量％の水を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の単位用
量物品。
【請求項１２】
　補助洗濯洗剤成分を含み、前記補助洗濯洗剤成分は、漂白剤、漂白触媒、染料、ぼかし
剤、洗浄ポリマー、アルコキシ化ポリアミン、ポリエチレンイミン、アルコキシ化ポリエ
チレンイミン、汚れ放出ポリマー、両親媒性グラフトポリマー、界面活性剤、溶媒、移染
阻害剤、キレート剤、酵素、香料、封入香料、香料提供剤、泡抑制剤、光沢剤、ポリカル
ボン酸塩、構造剤、酸化防止剤、定着補助剤、及びこれらの混合物から選択される、請求
項１～１１のいずれか一項に記載の単位用量物品。
【請求項１３】
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　少なくとも２つ、又は少なくとも３つの区画を含む、請求項１～１２のいずれか一項に
記載の単位用量物品。
【請求項１４】
　前記区画は、重ねられた向き又は左右に並べられた向きに配置されている、請求項１２
に記載の単位用量物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　芳香剤を含む洗濯用洗剤組成物。
【背景技術】
【０００２】
　洗濯単位容量物品が消費者に普及している。当該物品は通常、少なくとも１つの内部の
区画を提供するよう成形された１つ以上の水溶性フィルムを含む。洗濯洗剤組成物は、当
該内部の区画に含まれる。水に加えられると、水溶性フィルムは溶解し、組成物が洗浄溶
液へと放出される。
【０００３】
　芳香剤は、洗濯洗剤組成物に有用であると知られている。通常、当該芳香剤は、香料又
は封入香料の形態をとる。芳香剤の問題点として、その成分が布地に付着せず、洗浄溶液
に洗い流されてしまい、大部分が失われてしまう。したがって、望むように布地に定着さ
せるには、洗浄溶液に高濃度に芳香剤を添加しなければならないのである。
【０００４】
　水溶性単位容量物品の場合、当該物品内に調整できる材料量が制限されている。これは
、単位容量物品の物理的サイズが制限されていることによる。したがって、単位容量物品
内の芳香材料の濃度に関わらず、洗濯された布地に所望の芳香効果を得るのは通常困難で
ある。単位容量物品内の芳香材料の濃度を上げると、その他材料の含有量を犠牲にするこ
とになり、布地の洗浄効果に悪影響を及ぼすことが多い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　良好な洗浄効果を保ったまま、水溶性単位容量物品で選択された布地のおける芳香／香
り効果を向上することが、本分野で求められている。
【０００６】
　驚くべきことに、本発明者らは芳香剤、アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤
の洗剤組成物内での比率を丁寧に調整することで、芳香剤を洗い工程中により布地に定着
させられることを発見した。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の水溶性洗濯単位用量物品は液体組成物を含み、前記組成物は、
　－アニオン性界面活性剤と、
　－エトキシ化アルコール非イオン性界面活性剤と、
　－水と、を含み
　アニオン性界面活性剤の総量と非イオン性界面活性剤の重量比が５：１から２３：１で
あり、前記組成物は０．１重量％から５重量％の香料と０．１重量％から５重量％の封入
香料とを含む。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　水溶性洗濯単位用量物品
　水溶性単位用量物品は、水溶性フィルム及び液体組成物を含む。水溶性フィルム及び液
体洗濯洗剤組成物について、以下により詳細に説明する。
【０００９】
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　本明細書の単位用量物品は、典型的には、閉鎖構造であり、液体組成物を含む内容量を
封入している水溶性フィルム製である。
【００１０】
　単位容量物品は、完全に調整された消費者用商品としても使用されてもよく、又は１つ
以上の別の洗剤に添加されることで、完全に調整された消費者用商品を形成するものとし
てもよい。単位容量物品は、洗浄溶液に浸される前の布地、好ましくは布地の汚れ部分に
添加されるような「前処理」組成物であってもよい。単容量物品は、布地の手洗いに使用
されてもよいし、機械による自動布地洗い動作に使用されてもよい。
【００１１】
　単位用量物品中の液体洗濯洗剤組成物の体積は、１０ｍｌから３０ｍｌ、好ましくは１
０ｍｌから２３ｍｌ、更に好ましくは１０ｍｌから２０ｍｌであってもよい。これは限定
的に解されるべきではないが、体積を丁寧に調整することで、単位容量物品は全自動洗濯
機のドアと封止部分との間又は封止部分そのものに閉じ込められにくくなることが発見さ
れた。
【００１２】
　単位容量物品の重量は、３５ｇ未満、１０ｇ～２８ｇ、更には１０ｇ～２５ｇであって
もよい。これは限定的に解されるべきではないが、重量を丁寧に調整することで、単位容
量物品は全自動洗濯機のドアと封止部分との間又は封止部分そのものに閉じ込められにく
くなることが発見された。
【００１３】
　単位用量物品は、気体を含んでもよく、当該気体の体積の液体洗濯洗剤組成物の体積に
対する比は、１：４から１：２０、又は更に１：５から１：１５、更に１：５から１：９
である。
【００１４】
　水溶性単位用量物品は、複数の区画を含んでもよい。単位用量物品は、２、３、４、又
は５つの区画を含んでもよい。
【００１５】
　少なくとも１つの区画は、組成物を含む。各区画は、同一の又は異なる組成物を含む。
単位用量物品は液体組成物を含むが、異なる区画の異なる組成物を含んでもよい。組成物
は、固体、液体、ゲル、流体、分散体、又はこれらの混合物であり得る。
【００１６】
　水溶性フィルムは、区画の形状を画定するように形作られ、これにより区画はフィルム
によって完全に囲まれる。区画は、単一のフィルム又は複数のフィルムによって形成され
てもよい。例えば、区画は密封された（例えば加熱密閉、溶媒密閉、又はこれらの組み合
わせによる）２つのフィルムから形成されてもよい。水溶性フィルムは、保管中に組成物
が区画から漏れ出さないように密閉される。しかし、水溶性パウチを水に添加する際に、
水溶性フィルムは溶解し、内部の区画の中身が洗浄溶液へと放出される。
【００１７】
　水溶性単位用量物品は、組成物を保持するのに好適な、すなわち単位用量物品を水と接
触させる前に組成物及び任意の追加の成分を単位用量物品から漏れさせない任意の形態、
形状、及び材料であってよい。実際に使用される際には、構成が例えば単位容量物品内の
組成物の種類と量に左右される。単位容量物品は、略正方形、長方形、楕円形、台形、長
楕円形、又は円形であってもよい。当該形状には、２つ以上のフィルムが互いに密閉され
る部位にフランジやスカートが設けられてもよい。略というのは、形状が全体として例え
ば正方形である印象を与えることを意味する。丸角であったり、辺が直線状でなかったり
してもよいが、全体として例えば正方形である印象を与えるということである。
【００１８】
　化学的に適合しない成分を分けたり、成分が一部先行して又は後に洗剤に放出されるこ
とが望ましい場合に、単位容量物品が複数区画を有することが好ましい。
【００１９】
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　複数の区画を任意の好適な向きで配置することができる。例えば、単容量物品は、底区
画と、当該底区画に重ねられた少なくとも第１上区画を有してもよい。単容量物品は、底
区画と、当該底区画に重ねられ、左右に並べられた少なくとも第１及び第２上区画を有し
てもよい。好ましくは、単容量物品は、底区画と、当該底区画に重ねられ、左右に並べら
れたた少なくとも第１、第２、第３上区画を有してもよい。
【００２０】
　或いは、それら区画が全て左右に並べられた構成であってもよい。当該構成の場合、区
画同士が接続され、共通の区画壁を有してもよいし、略分離され、コネクタ又は架橋によ
り単純につなぎ合わされてもよい。組成物は、「タイヤとリム」のように並べられてもよ
い。すなわち、第１区画が少なくとも部分的に第２区画を取り囲んだ状態で第２区画に隣
接して設けられる。この際、第２区画は全体的に囲繞されてはいない。単位用量物品は、
２つの区画を含んでもよく、ここで第１区画は区画の重量で５％から２０％のキレート剤
を有し、好ましくはキレート剤は固体状である。
【００２１】
　好ましくは、単位用量物品は、１Ｌビーカーに入った２０～２１℃の脱イオン水９５０
ｍｌに添加された１０秒～５分の間に破裂する。当該水は、５ｃｍの磁性撹拌棒で３５０
ｒｐｍで撹拌される。ここで破裂とは、フィルムが破断又は分裂したことが視認されるこ
とを指す。フィルムが破断又は分裂した直後に、内部の液体洗剤組成物は、単位容量物品
から周囲の水へと移動することが確認された。
【００２２】
　本発明の目的は、良好な洗浄効果を保ったまま、水溶性単位容量物品で洗濯された布地
の芳香／香り効果を向上することである。本発明のさらなる目的は、洗浄効果を向上して
、水溶性単位容量物品で洗濯された布地の芳香／香り効果を向上することである。
【００２３】
　水溶性フィルム
　本発明の単位用量物品は、水に可溶性であるか、又は分散性であり、２０マイクロメー
トルの最大孔径を有するガラスフィルターを用いた後に本明細書で示される方法によって
測定する場合に、好ましくは少なくとも５０％、好ましくは少なくとも７５％、又は更に
少なくとも９５％の水溶性を有する：
　予め秤量した４００ｍＬビーカーに、５０グラム±０．１グラムのフィルム材料を入れ
、２４５ｍＬ±１ｍＬの蒸留水を添加する。これを、６００ｒｐｍに設定した磁気撹拌機
上で３０分間激しく撹拌する。その後、混合物を、上記で定義した孔径（最大２０マイク
ロメートル）の折り畳んだ定性分析用焼結ガラス濾紙で濾過する。回収した濾液から任意
の従来の方法によって水を乾燥させ、残った材料の重量を測定する（これが溶解又は分散
画分である）。その後、溶解度（％）又は分散度（％）を計算することができる。
【００２４】
　好ましいフィルム材料は、好ましくはポリマー材料である。フィルム材料は、例えば、
当分野において公知の、ポリマー材料のキャスティング、吹込み成形、押出成形又は吹込
押出成形により得ることができる。
【００２５】
　パウチ材料としての使用に好適な好ましいポリマー、コポリマー又はそれらの誘導体は
、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアルキレンオキシド、アクリルア
ミド、アクリル酸、セルロース、セルロースエーテル、セルロースエステル、セルロース
アミド、ポリ酢酸ビニル、ポリカルボン酸及び塩、ポリアミノ酸又はペプチド、ポリアミ
ド、ポリアクリルアミド、マレイン酸／アクリル酸のコポリマー、デンプン及びゼラチン
を包むポリサッカライド、キサンタン及びカラガムなどの天然ガムから選択される。より
好ましいポリマーは、ポリアクリレート及び水溶性アクリレートコポリマー、メチルセル
ロース、カルボキシメチルセルロースナトリウム、デキストリン、エチルセルロース、ヒ
ドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、マルトデキストリン
、ポリメタクリレートから選択され、最も好ましくは、ポリビニルアルコール、ポリビニ
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ルアルコールコポリマー及びヒドロキシプロピルメチルセルロース（ＨＰＭＣ）、並びに
これらの組合せから選択される。好ましくは、パウチ材料中のポリマー、例えばＰＶＡポ
リマーのレベルは、少なくとも６０％である。ポリマーは、任意の重量平均分子量、好ま
しくは、約１０００～１，０００，０００、より好ましくは、約１０，０００～３００，
０００、更により好ましくは、約２０，０００～１５０，０００を有することができる。
【００２６】
　ポリマー混合物もまた、フィルム材料として使用することができる。これは、区画又は
パウチの機械的特性及び／又は溶解特性を、これらの適用及び必要とされるニーズに応じ
て、制御するのに有用であり得る。好適な混合物には、例えば１つのポリマーが他のポリ
マーよりもより高い水溶性を有する、及び／又は１つのポリマーが他のポリマーよりもよ
り高い機械的強度を有する、混合物が含まれる。異なる重量平均分子量を有するポリマー
の混合物、例えば、重量平均分子量が約１０，０００～４０，０００、好ましくは２０，
０００前後のＰＶＡ又はそのコポリマーと、重量平均分子量が約１００，０００～３００
，０００、好ましくは１５０，０００前後のＰＶＡ又はそのコポリマーとの混合物も、好
適である。ポリマーブレンド組成物、例えば、加水分解で分解可能で水溶性のポリマーブ
レンド（ポリラクチド及びポリビニルアルコールを混合することにより得られ、典型的に
約１～３５重量％のポリラクチド、及び約６５～９９重量％のポリビニルアルコールを含
む、ポリラクチドとポリビニルアルコールのポリマーブレンドなど）を含むポリマーブレ
ンド組成物も、本明細書において好適である。本明細書での使用に好ましいポリマーは、
材料の溶解特性を改善するために約６０％～約９８％加水分解された、好ましくは約８０
％～約９０％加水分解されたポリマーである。
【００２７】
　好ましいフィルムは冷水中、すなわち水道からの温められていない水に対して良好に溶
解する。好ましくは、当該フィルムは２５℃未満、より好ましくは２１℃未満、更に好ま
しくは１５℃未満で良好に溶解する。良好に溶解するということは、上述のように、２０
マイクロメートルの最大孔径を有するガラスフィルターを用いた後に本明細書で示される
方法によって測定する場合に、フィルムは少なくとも５０％、好ましくは少なくとも７５
％、更に少なくとも９５％の水溶性を示すことを意味する。
【００２８】
　好ましいフィルムとしては、Ｍｏｎｏｓｏｌ社が販売する商品名Ｍ８６３０、Ｍ８９０
０、Ｍ８７７９、Ｍ８３１０フィルム、ＵＳ　６，１６６，１１７号及びＵＳ　６，７８
７，５１２号に記載されたフィルム、対応する可溶性及び変形性を有するＰＶＡフィルム
が挙げられる。更に好ましいフィルムが、ＵＳ２００６／０２１３８０１、ＷＯ　２０１
０／１１９０２２、ＵＳ２０１１／０１８８７８４、及びＵＳ６，７８７，５１２号に記
載される。
【００２９】
　好ましい水溶性フィルムは、１以上のＰＶＡポリマーを含む樹脂であり、好ましくは、
当該水溶性フィルム樹脂は、ＰＶＡポリマーブレンドを含んでいる。例えば、ＰＶＡ樹脂
は、少なくとも２つのＰＶＡポリマーを含むことができ、本明細書で使用するとき、第１
のＰＶＡポリマーは第２のＰＶＡポリマーより小さい粘度を有する。第１のＰＶＡポリマ
ーは、少なくとも８ｃＰ（ｃＰはセンチポアズを意味する）、１０ｃＰ、１２ｃＰ、又は
１３ｃＰ、多くとも４０ｃＰ、２０ｃＰ、１５ｃＰ、又は１３ｃＰ、例えば、約８ｃＰ～
約４０ｃＰ、又は１０ｃＰ～約２０ｃＰ、又は約１０ｃＰ～約１５ｃＰ、又は約１２ｃＰ
～約１４ｃＰの範囲、又は１３ｃＰの粘度を有していてもよい。更に、第２のＰＶＡポリ
マーは、少なくとも約１０ｃＰ、２０ｃＰ、又は２２ｃＰ、多くとも約４０ｃＰ、３０ｃ
Ｐ、２５ｃＰ、又は２４ｃＰ、例えば、約１０ｃＰ～約４０ｃＰ、又は２０～約３０ｃＰ
、又は約２０～約２５ｃＰ、又は約２２～約２４ｃＰの範囲、又は約２３ｃＰの粘度を有
していてもよい。ＰＶＡポリマーの粘度は、Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　ＥＮ　
ＩＳＯ　１５０２３－２：２００６　Ａｎｎｅｘ　Ｅ　Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｔｅｓｔ
　ｍｅｔｈｏｄに記載されるように、ＵＬアダプタを備えたＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＬＶ
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リビニルアルコール溶液の２０℃における粘度を指定することが国際的な慣行である。本
明細書においてｃＰで明記されている全ての粘度は、特に指定のない限り、２０℃におけ
る４％のポリビニルアルコール水溶液の粘度を指すと理解すべきである。同様に、樹脂が
特定の粘度を有する（又は有しない）と記載されるとき、特に言及しない限り、指定され
た粘度は、対応する分子量分布を固有に有する、樹脂の平均粘度であることを意味する。
【００３０】
　ＰＶＡ樹脂の加水分解度が本明細書に記載の範囲内にある限り、個々のＰＶＡポリマー
は、任意の好適な加水分解度を有し得る。任意要素として、上記に加えて又は上記に代え
て、樹脂は、約５０，０００～約３００，０００ダルトン、又は約６０，０００～約１５
０，０００ダルトンの範囲内のＭｗを有する第１のＰＶＡポリマーと、約６０，０００～
約３００，０００ダルトン、又は約８０，０００～約２５０，０００ダルトンの範囲内の
Ｍｗを有する第２のＰＶＡポリマーを含むことができる。
【００３１】
　ＰＶＡ樹脂は、約１０～約４０ｃＰの範囲の粘度及び約８４％～約９２％の範囲の加水
分解度を有する、１つ以上の追加のＰＶＡポリマーを更に含むことができる。
【００３２】
　ＰＶＡ樹脂が、約１１ｃＰよりも低い平均粘度と約１．８～約２．３の範囲内の多分散
指数とを有する第１のＰＶＡポリマーを含む場合には、ある種の実施形態では、ＰＶＡ樹
脂は、約３０重量％未満の第１のＰＶＡポリマーを含有する。同様に、ＰＶＡ樹脂が、約
１１ｃＰ未満の平均粘度と、約１．８～約２．３の範囲内の多分散指数と、を有する第１
のＰＶＡポリマーを含む場合には、別の非限定的な種類の実施形態では、ＰＶＡ樹脂は、
約７０，０００ダルトン未満のＭｗを有するＰＶＡポリマーを約３０重量％未満含有する
。
【００３３】
　本明細書に記載されたフィルムの総ＰＶＡ樹脂含有量の内、ＰＶＡ樹脂は、約３０重量
％から約８５重量％の第１のＰＶＡポリマー、又は約４５重量％から約５５重量％の第１
のＰＶＡポリマーを含むことができる。例えば、ＰＶＡ樹脂は、各ＰＶＡポリマーを約５
０重量％含むことができ、第１のＰＶＡポリマーの粘度は約１３ｃＰであり、第２のＰＶ
Ａポリマーの粘度は約２３ｃＰである。
【００３４】
　ある種の実施形態は、約１０～約１５ｃＰの範囲の粘度及び約８４％～約９２％の範囲
の加水分解度を有する第１のＰＶＡポリマーを約４０～約８５重量％含むＰＶＡ樹脂によ
って特徴付けられる。別の種類の実施形態は、約１０～約１５ｃＰの範囲の粘度及び約８
４％～約９２％の範囲の加水分解度を有する第１のＰＶＡポリマーを約４５～約５５重量
％含むＰＶＡ樹脂によって特徴付けられる。ＰＶＡ樹脂は、約２０～約２５ｃＰの範囲の
粘度及び約８４％～約９２％の範囲の加水分解度を有する第２のＰＶＡポリマーを約１５
～約６０重量％含むことができる。意図されるある種の実施形態は、第２のＰＶＡポリマ
ーを約４５～約５５重量％含むＰＶＡ樹脂によって特徴付けられる。
【００３５】
　ＰＶＡ樹脂が複数のＰＶＡポリマーを含む場合、ＰＶＡ樹脂のＰＤＩ値は、あらゆる個
々の含まれたＰＶＡポリマーのＰＤＩ値よりも大きい。所望により、ＰＶＡ樹脂のＰＤＩ
値は、２．２、２．３、２．４、２．５、２．６、２．７、２．８、２．９、３．０、３
．１、３．２、３．３、３．４、３．５、３．６、３．７、３．８、３．９、４．０、４
．５、又は５．０より大きい。
【００３６】
　約８０～約９２％、約８３～約９０％、又は約８５～８９％の重み付けされた平均加水
分解度
【００３７】
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【数１】

　を有するＰＶＡ樹脂を選ぶのが望ましい。例えば、２種以上のＰＶＡポリマーを含むＰ
ＶＡ樹脂の
【００３８】
【数２】

　は、式
【００３９】
【数３】

　によって計算され、式中、Ｗｉは、各ＰＶＡポリマーの重量パーセントであり、Ｈｉは
、対応の加水分解度である。また、約１０～約２５、又は約１２～約２２、又は約１３．
５～約２０の加重対数粘度
【００４０】
【数４】

　を有するＰＶＡ樹脂を選択することが望ましい。２種以上のＰＶＡポリマーを含むＰＶ
Ａ樹脂の
【００４１】
【数５】

　は、式
【００４２】

【数６】

　によって計算され、式中、μｉは各ＰＶＡポリマーの粘度である。
【００４３】
　また更に、０．２５５～０．３１５、又は０．２６０～０．３１０、又は０．２６５～
０．３０５、又は０．２７０～０．３００、又は０．２７５～０．２９５、好ましくは０
．２７０～０．３００の範囲の樹脂選択指数（ＲＳＩ）を有するＰＶＡ樹脂を選択するこ
とが望ましい。ＲＳＩは式
【００４４】
【数７】

　によって計算される。式中、μｔは１７であり、μｉはそれぞれのＰＶＯＨポリマーの
それぞれの平均粘度であり、Ｗｉは、それぞれのＰＶＯＨポリマーの重量パーセントであ
る。
【００４５】
　当然のことながら、さまざまなフィルム材料及び／又は異なる厚さのフィルムを、また
、本発明の区画を作製するのに使用することができる。さまざまなフィルムを選択する利
点は、その結果得られる区画が異なる溶解度、すなわち放出特性を示し得ることである。
【００４６】
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　本明細書のフィルム材料は、１種又は複数の添加剤成分を含むことができる。例えば、
可塑剤、例えば、グリセロール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレ
ングリコール、ソルビトール、及びそれらの混合物を添加するのが有益となり得る。他の
添加剤としては、水及び洗浄水に送達される水を含む機能性洗剤添加剤、例えば有機ポリ
マー分散剤などが挙げられる。
【００４７】
　フィルムは、ラクトンフリーであってもよい。すなわち、当該フィルムはラクトンを含
有しない。或いは、当該フィルムは、意図的に添加されたのではない、不純物によるごく
少量のラクトンを含有してもよい。しかし、本質的にフィルムはラクトンフリーである。
【００４８】
　フィルムは、不透明であっても、透明であっても、半透明であってもよい。フィルムは
、印刷領域を含んでもよい。印刷領域は、当該フィルムの表面の１０％～８０％を占めて
もよく、又は区画の内部空間に接するフィルムの表面の１０％～８０％を占めてもよく、
又はフィルムの表面の１０％～８０％且つ区画の表面の１０％～８０％を占めてもよい。
【００４９】
　印刷領域は、フィルムの連続した一部を占めてもよく、又はいくつかの部分を占めても
よく、即ち、より狭い印刷領域であって、その合計が区画の内部空間に接するフィルムの
表現の１０％～８０％を占めてもよく、又はその両方であってもよい。
【００５０】
　印刷領域は、インク、色素、染料、青味剤、又はこれらの混合物を含有してもよい。印
刷領域は、不透明であっても、半透明であっても、透明であってもよい。
【００５１】
　印刷領域は、単一の色を有しても、３色ものような複数の色を有してもよい。印刷領域
は、白、黒、青、赤、又はこれらの混合の色を有してもよい。印刷は、フィルムの表面上
の層に存在してもよいし、フィルムに少なくとも部分的に沁み込んでいてもよい。フィル
ムは、第１の側面と第２の側面とを備える。印刷領域は、フィルムのどちらか一方の側に
存在していてもよいし、フィルムの両側に存在してもよい。或いは、印刷領域は少なくと
も部分的にフィルム自体の内部に構成されてもよい。
【００５２】
　印刷領域はインクを含有してもよく、当該インクは色素を含有する。フィルム上への印
刷用のインクは、所望の水中分散度を有することが好ましい。インクは、白、赤、黒を含
むいずれの色であってもよい。インクは、重量当たり１０％～８０％、又は２０％～６０
％、又は２５％～４５％の水を含有する水性インクであってもよい。インクは、重量当た
り２０％～９０％、又は４０％～８０％、又は５０％～７５％の固体を含有してもよい。
【００５３】
　インクは、せん断速度１０００ｓ－１且つ２０℃で測定された粘度が、１～６００ｃＰ
ｓ、又は５０～３５０ｃＰｓ、又は１００～３００ｃＰｓ、又は１５０～２５０ｃＰｓで
あってもよい。この測定は、ＴＡ計器ＡＲ－５５０レオメータによるコーンプレート形状
により得られる。
【００５４】
　印刷領域は、フレキソ印刷やインクジェット印刷のような標準的な技術により実現して
もよい。好ましくは、印刷領域は、フィルムが印刷され、その後、開いた区画の形状に成
形される、フレキソ印刷によって実現する。その後、区画に潜在組成物が充填され、第２
フィルムが区画上に配置され、第１フィルムに密閉される。印刷領域は、フィルムのどち
らか一方、又は両側にあってもよい。
【００５５】
　或いは、フィルムの全体又は少なくとも一部が着色されるように、インク又は色素をフ
ィルムの製造中に添加してもよい。
【００５６】
　フィルムは、苦味剤等の嫌悪剤を含有してもよい。好適な苦味剤の例としては、限定す
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るものではないが、ナリンジン、オクタアセチルスクロース、塩酸キニーネ、安息香酸デ
ナトニウム、又はこれらの混合物が挙げられる。フィルム中に、任意の好適な割合の嫌悪
剤が使用されてもよい。好適な割合の例としては、限定するものではないが、１～５００
０ｐｐｍ、又は１００～２５００ｐｐｍ、更に２５０～２０００ｐｐｍが挙げられる。
【００５７】
　液体組成物
　本発明の組成物は、好ましくは液体洗濯洗剤組成物である。「液体洗濯洗剤組成物」と
いう語は、布地を湿らせ処理することができる、例えば家庭用洗濯機で衣類を洗浄できる
、流体を含むあらゆる洗濯洗剤組成物を指し、その例としては、限定するものではないが
、液体、ジェル、ペースト、分散体等が挙げられる。液体組成物は、固体又は気体を適宜
分割された形態で含み得るものであるが、液体組成物としては、錠剤又は顆粒等の、全体
として非流動性の製品形態は除外する。
【００５８】
　液体組成物はアニオン性界面活性剤を含み、当該アニオン性界面活性剤は、好ましくは
線状アルキルベンゼンスルホネートを含む。
【００５９】
　当該液体組成物は、エトキシ化アルコール非イオン性界面活性剤を含む。
【００６０】
　当該液体組成物は、水を含む。
【００６１】
　液体組成物中のアニオン性界面活性剤の総量（即ち、当該液体組成物中に存在する全て
のアニオン性界面活性剤）と非イオン性界面活性剤の重量比は、５：１から２３：１であ
る。好適なアニオン性界面活性剤については、以下により詳細に記載する。
【００６２】
　液体組成物は、０．１重量％から５重量％の香料と０．１重量％から５重量％の封入香
料とを含む。液体組成物は、０．１重量％から５重量％の香料及び封入香料を含んでもよ
い。好適な香料材料及び封入香料について、以下により詳細に説明する。
【００６３】
　当該組成物は、６から１２、好ましくは７から９のｐＨを有してもよい。
【００６４】
　香料及び封入香料
　任意の好適な香料又は封入香料を使用してもよい。香料は、通常、異なる香料原料の混
合物を含有する。香料原料の種類及び品質により、香料の嗅覚特性が決まる。
【００６５】
　香料は、約２５０℃より低い沸点（Ｂ．Ｐ．）及び約３より低いＣｌｏｇＰを有する香
料原料、約２５０℃より高いＢ．Ｐ．及び約３より高いＣｌｏｇＰを有する香料原料、約
２５０℃より高いＢ．Ｐ．及び約３より低いＣｌｏｇＰを有する香料原料、約２５０℃よ
り低いＢ．Ｐ．及び約３より高いＣｌｏｇＰを有する混合物及びこれらの混合物からなる
群から選択される香料原料を含んでよい。約２５０℃より低い沸点Ｂ．Ｐ．及び約３より
低いＣｌｏｇＰを有する香料原料は、ＱｕａｄｒａｎｔＩ香料原料として知られる。Ｑｕ
ａｄｒａｎｔＩ香料原料は、香料組成物の３０％未満に限定されることが好ましい。約２
５０℃より高いＢ．Ｐ．及び約３より高いＣｌｏｇＰを有する香料原料は、Ｑｕａｄｒａ
ｎｔＩＶ香料原料として知られ、約２５０℃より高いＢ．Ｐ．及び約３より低いＣｌｏｇ
Ｐを有する香料原料は、ＱｕａｄｒａｎｔＩＩ香料原料として知られ、約２５０℃より低
いＢ．Ｐ．及び約３より高いＣｌｏｇＰを有する香料原料は、Ｑｕａｄｒａｎｔ　ＩＩＩ
香料原料として知られる。好適なＱｕａｄｒａｎｔ　Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ及びＩＶ香料原材
料は、米国特許第６，８６９，９２３（Ｂ１）号に開示されている。
【００６６】
　好ましい香料原料の分類としては、ケトン及びアルデヒドが挙げられる。当業者は、適
切な香料の調整方法を知っているであろう。
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【００６７】
　任意の好適な封入香料を使用してもよい。好ましい封入香料は、香料マイクロカプセル
であって、好ましくはコアシェル型構造である。当該香料マイクロカプセルは、消費者が
布地を使用する際に、香料マイクロカプセルがはじけるまで香料を保持している内部空間
を画定する外殻を有する。
【００６８】
　マイクロカプセルは、好ましくはコア材料と、そのコアを少なくとも部分的に取り囲む
壁材料とを含み、そのコアは香料を含む。
【００６９】
　一態様では、そのマイクロカプセルの少なくとも７５％、８５％又は９０％が、約１マ
イクロメートル～約８０マイクロメートル、約５マイクロメートル～６０マイクロメート
ル、約１０マイクロメートル～約５０マイクロメートル、更には約１５マイクロメートル
～約４０マイクロメートルの粒径を有してよい。別の態様では、このマイクロカプセルの
少なくとも７５％、８５％、又は更には９０％は、約６０ｎｍ～約２５０ｎｍ、約８０ｎ
ｍ～約１８０ｎｍ、又は更には約１００ｎｍ～約１６０ｎｍの粒子壁厚を有し得る。
【００７０】
　一態様では、当該香料の提供技術は、少なくとも部分的に有益剤を壁材料で取り囲むこ
とによって形成されたマイクロカプセルを含んでいてもよい。この有益剤は、３－（４－
ｔ－ブチルフェニル）－２－メチルプロパナール、３－（４－ｔ－ブチルフェニル）－プ
ロパナール、３－（４－イソプロピルフェニル）－２－メチルプロパナール、３－（３，
４－メチレンジオキシフェニル）－２－メチルプロパナール、及び２，６－ジメチル－５
－ヘプテナール、α－ダマスコーン、β－ダマスコーン、δ－ダマスコーン、β－ダマセ
ノン、６，７－ジヒドロ－１，１，２，３，３－ペンタメチル－４（５Ｈ）－インダノン
、メチル－７，３－ジヒドロ－２Ｈ－１，５－ベンゾジオキセピン－３－オン、２－［２
－（４－メチル－３－シクロヘキセニル－１－イル）プロピル］シクロペンタン－２－オ
ン、２－ｓｅｃ－ブチルシクロヘキサノン、及びβ－ジヒドロイオノン、リナロール、エ
チルリナロール、テトラヒドロリナロール、及びジヒドロミルセノールなどの香料、シリ
コーンオイル、ポリエチレンワックス等のワックス、魚油、ジャスミン、ショウノウ、ラ
ベンダー等の精油、メントール、乳酸メチルなどの肌用冷却材、ビタミンＡ及びＥなどの
ビタミン、日焼け止め剤、グリセリン、マンガン触媒又は漂白触媒等の触媒、過ホウ酸塩
等の漂白粒子、二酸化ケイ素粒子、制汗活性物質、カチオン性ポリマー、及びこれらの混
合物からなる群から選択される材料を含む。好適な有益剤は、Ｇｉｖａｕｄａｎ　Ｃｏｒ
ｐ．（Ｍｏｕｎｔ　Ｏｌｉｖｅ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ，ＵＳＡ）、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｆｌａｖｏｒｓ　＆　Ｆｒａｇｒａｎｃｅｓ　Ｃｏｒｐ．（Ｓｏｕｔｈ　Ｂｒ
ｕｎｓｗｉｃｋ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ，ＵＳＡ）、又はＱｕｅｓｔ　Ｃｏｒｐ．（Ｎａ
ａｒｄｅｎ，Ｎｅｔｈｅｒｌａｎｄｓ）から入手することができる。一態様では、マイク
ロカプセル壁材料は、メラミン、ポリアクリルアミド、シリコーン、シリカ、ポリスチレ
ン、ポリ尿素、ポリウレタン、ポリアクリレート系材料、ポリアクリル酸エステル系材料
、ゼラチン、スチレンリンゴ酸無水物、ポリアミド、芳香族アルコール、ポリビニルアル
コール、及びこれらの混合物を含んでもよい。一態様では、上記メラミン壁材料は、ホル
ムアルデヒドで架橋されたメラミン、ホルムアルデヒドで架橋されたメラミンジメトキシ
エタノール、及びこれらの混合物を含んでもよい。一態様では、上記ポリスチレン壁材料
は、ジビニルベンゼンで架橋されたポリスチレンを含んでもよい。一態様では、上記ポリ
尿素壁材料は、ホルムアルデヒドで架橋された尿素、グルタルアルデヒドで架橋された尿
素、及びこれらの混合物を含んでもよい。一態様では、上記ポリアクリレート系壁材料は
、メチルメタクリレート／ジメチルアミノメチルメタクリレートから形成されたポリアク
リレート、アミンアクリレート及び／又はメタクリレート並びに強酸から形成されたポリ
アクリレート、カルボン酸アクリレート及び／又はメタクリレートモノマー並びに強塩基
から形成されたポリアクリレート、アミンアクリレート及び／又はメタクリレートモノマ
ー並びにカルボン酸アクリレート及び／又はカルボン酸メタクリレートモノマーから形成
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されたポリアクリレート、並びにこれらの混合物を含み得る。
【００７１】
　一態様では、上記ポリアクリル酸エステル系壁材料は、アクリル酸及び／又はメタクリ
ル酸のアルキル及び／又はグリシジルエステルによって形成されたポリアクリル酸エステ
ル、ヒドロキシ基及び／又はカルボキシ基及びアリルグルコンアミドを有するアクリル酸
エステル及び／又はメタクリル酸エステルによって形成されたポリアクリル酸エステル、
及びこれらの混合物を含んでもよい。
【００７２】
　一態様では、上記芳香族アルコール系壁材料は、アリールオキシアルカノール、アリー
ルアルカノール、及びオリゴアルカノールアリールエーテルを含んでもよい。更に、少な
くとも１つの遊離ヒドロキシ基を有する、特に好ましくは直接芳香族結合した少なくとも
２つの遊離ヒドロキシ基を有する芳香族化合物を含んでもよく、特に少なくとも２つの遊
離ヒドロキシ基が芳香族環に直接結合していることが好ましく、更に互いにメタ位にある
と好ましい。芳香族アルコールが、フェノール、クレゾール（ｏ－、ｍ－及びｐ－クレゾ
ール）、ナフトール（α－及びβ－ナフトール）及びチモール、並びに、エチルフェノー
ル、プロピルフェノール、フルオロフェノール、及びメトキシフェノールから選択される
ことが好ましい。
【００７３】
　一態様では、上記ポリ尿素壁材料は、ポリイソシアネートを含んでもよい。いくつかの
実施形態では、当該ポリイソシアネートは、フェニル、トルオイル、キシリル、ナフチル
、又はジフェニル部分を含有する芳香族ポリイソシアネート（例えば、トルエンジイソシ
アネートのポリイソシアヌレート、トルエンジイソシアネートのトリメチロールプロパン
付加物、又はキシリレンジイソシアネートのトリメチロールプロパン付加物）、脂肪族ポ
リイソシアネート（例えば、ヘキサメチレンジイソシアネートの三量体、イソホロンジイ
ソシアネートの三量体、又はヘキサメチレンジイソシアネートのビウレット）、又はこれ
らの混合物（例えば、ヘキサメチレンジイソシアネートのビウレット及びキシリレンジイ
ソシアネートのトリメチロールプロパン付加物の混合物）である。更に別の実施形態では
、当該ポリイソシアネートは架橋されていてもよく、ここで架橋剤はポリアミン（例えば
、ジエチレントリアミン、ビス（３－アミノプロピル）アミン、ビス（ヘキサメチレン）
トリアミン、トリス（２－アミノエチル）アミン、トリエチレンテトラミン、Ｎ，Ｎ’－
ビス（３－アミノプロピル）－１，３－プロパンジアミン、テトラエチレンペンタミン、
ペンタエチレンヘキサミン、分岐ポリエチレンイミン、キトサン、ナイシン、ゼラチン、
１，３－ジアミノグアニジン一塩酸塩、１，１－ジメチルビグアニド塩酸塩、又はグアニ
ジン炭酸塩）である。
【００７４】
　一態様では、上記ポリビニルアルコール系壁材料は、架橋された、疎水的に改質された
ポリビニルアルコールを含んでもよく、このポリビニルアルコールは、ｉ）２，０００～
５０，０００Ｄａの分子量を有する第１デキストランアルデヒドと、ｉｉ）５０，０００
より大きく２，０００，０００Ｄａまでの分子量を有する第２デキストランアルデヒドと
を含む架橋剤を含んでいる。
【００７５】
　一態様では、香料マイクロカプセルは、定着補助剤、カチオン性ポリマー、非イオン性
ポリマー、アニオン性ポリマー、又はこれらの混合物でコーティングされていてもよい。
好適なポリマーは、ポリビニルホルムアルデヒド、部分ヒドロキシル化ポリビニルホルム
アルデヒド、ポリビニルアミン、ポリエチレンイミン、エトキシル化ポリエチレンイミン
、ポリビニルアルコール、ポリアクリレート、及びこれらの組み合わせからなる群から選
択され得る。好適な体積補助剤は、上述のものであり、「定着補助剤」の項目に記載され
ている。一態様では、マイクロカプセルは、香料マイクロカプセルであってもよい。一態
様では、１以上の種類のマイクロカプセル、例えば２種類のマイクロカプセルであって、
一方が（ａ）他方とは異なる壁材料からなる壁を有する、（ｂ）他方とは異なる量の壁材
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料又はモノマーを含む壁を有する、（ｃ）他方とは異なる量の香油原料を含有する、又は
（ｄ）異なる香油を含有する、といったものを使用してもよい。
【００７６】
　アニオン性界面活性剤
　アニオン性界面活性剤は、線状アルキルベンゼンスルホネート、アルキルエトキシレー
ト硫酸塩、及びこれらの組み合わせから選択され得る。
【００７７】
　本明細書で有用である好適なアニオン性界面活性剤は、液体洗剤製品で典型的に使用さ
れる従来のアニオン性界面活性剤のいかなる種類をも含むことができる。これらには、ア
ルキルベンゼンスルホン酸及びこれらの塩、並びにアルコキシル化又は非アルコキシル化
アルキルサルフェート物質が挙げられる。
【００７８】
　代表的なアニオン性界面活性剤は、Ｃ１０～Ｃ１６のアルキルベンゼンスルホン酸、又
はＣ１１～Ｃ１４のアルキルベンゼンスルホン酸のアルカリ金属塩である。一態様では、
アルキル基は直鎖であり、そのような線状アルキルベンゼンスルホネートは「ＬＡＳ」と
して知られている。アルキルベンゼンスルホネート（特にＬＡＳ）は、当該技術分野にお
いてよく知られている。このような界面活性剤及びその作製の説明が、例えば、米国特許
第第２，２２０，０９９号及び第２，４７７，３８３号になされている。特に有用なのは
、ナトリウム、カリウム、及びアミン線状直鎖アルキルベンゼンスルホネート（アルキル
基内の平均炭素原子数が約１１～１４）である。ナトリウムＣ１１～Ｃ１４、例えば、Ｃ

１２、ＬＡＳは、このような界面活性剤の具体例である。
【００７９】
　具体的には、本明細書で有用なアニオン性界面活性剤の非限定例としては、以下の酸又
は塩形態を含むものである：ａ）Ｃ１１～Ｃ１８アルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ
）；ｂ）Ｃ１０～Ｃ２０第１級分枝鎖及びランダムアルキルサルフェート（ＡＳ）であっ
て、大部分がＣ１２アルキルサルフェートを含み；ｃ）Ｃ１０～Ｃ１８第２級（２，３）
アルキル硫酸塩であって、好適なカチオンの非限定的な例としては、ナトリウム、カリウ
ム、アンモニウム、アミン、及びこれらの混合物が挙げられ；ｄ）Ｃ１０～Ｃ１８アルキ
ルアルコキシサルフェート（ＡＥｘＳ）（式中ｘは１～３０である）；ｅ）一形態では１
～５個のエトキシ単位を含む、Ｃ１０～Ｃ１８アルキルアルコキシカルボキシレート；ｆ
）米国特許第６，０２０，３０３号及び米国特許第６，０６０，４４３号で議論されるよ
うな中鎖分枝状アルキルサルフェート；ｇ）米国特許第６，００８，１８１号及び米国特
許第６，０２０，３０３号で議論されるような中鎖分枝状アルキルアルコキシサルフェー
ト；ｈ）国際公開番号第９９／０５２４３号、同第９９／０５２４２号、同第９９／０５
２４４号、同第９９／０５０８２号、同第９９／０５０８４号、同第９９／０５２４１号
、同第９９／０７６５６号、同第００／２３５４９号、及び同第００／２３５４８号で議
論されるような修飾アルキルベンゼンスルホネート（ＭＬＡＳ）；ｉ）メチルエステルス
ルホネート（ＭＥＳ）；及び、ｊ）α－オレフィンスルホネート（ＡＯＳ）、が挙げられ
る。
【００８０】
　好適なアニオン性洗浄界面活性剤は、大部分がアルキルＣ１６アルキル中鎖分岐型のサ
ルフェートである。大部分がアルキルＣ１６アルキル中鎖分岐型のサルフェートに好適な
原料（feedstock）はＢｉｏＦｅｎｅ（商標）（Ａｍｙｒｉｓ（Ｅｍｅｒｙｖｉｌｌｅ，
Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）により供給）などのβ－ファルネセンである。
【００８１】
　アニオン性界面活性剤は、脂肪酸又は脂肪酸塩を含む。脂肪酸は、好ましくは飽和又は
不飽和である、長い非分岐脂肪族末端を有することが多いカルボン酸である。好適な脂肪
酸としてエトキシ化脂肪酸が挙げられる。本発明に好適な脂肪酸又は脂肪酸の塩は、好ま
しくはナトリウム塩、好ましくはＣ１２～Ｃ１８飽和及び／又は不飽和脂肪酸、より好ま
しくはＣ１２～Ｃ１４飽和及び／又は不飽和脂肪酸、並びにアルカリ若しくはアルカリ土
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類金属の炭酸塩、好ましくは炭酸ナトリウムである。
【００８２】
　好ましくは、脂肪酸は、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、先
端（topped）パーム核脂肪酸、ヤシ脂肪酸、及びこれらの混合物からなる群から選択され
る。
【００８３】
　液体組成物は、２０～６０重量％、又は２５～５０重量％、更には３０～４０重量％の
アニオン性界面活性剤を含んでもよい。
【００８４】
　液体組成物は、１５重量％～２５重量％の線状アルキルベンゼンスルホネートを含んで
もよい。
【００８５】
　非イオン性界面活性剤
　本明細書で有用である好適な非イオン性界面活性剤は、液体洗剤製品で典型的に使用さ
れる従来の非イオン性界面活性剤のいかなる種類をも含むことができる。これらの界面活
性剤としては、アルコキシル化脂肪族第一級アルコール系又は二級アルコール系界面活性
剤並びにアミンオキシド界面活性剤が挙げられる。一態様では、本明細書の液体洗剤製品
に使用されるものは、通常は液体である非イオン性界面活性剤である。
【００８６】
　本明細書に用いるのに好適な非イオン性界面活性剤としては、アルコールアルコキシレ
ート非イオン性界面活性剤が挙げられる。アルコールアルコキシレートは、一般式：Ｒ１

（ＣｍＨ２ｍＯ）ｎＯＨ（式中、Ｒ１はＣ８～Ｃ１６アルキル基であり、ｍは２～４であ
り、ｎは約２～１２の範囲である）に相当する材料である。一態様では、Ｒ１は、一級又
は二級であってよく、約９～１５個の炭素原子、又は約１０～１４個の炭素原子を含むア
ルキル基である。一態様では、アルコキシル化脂肪族アルコールはまた、分子当り約２～
１２個のエチレンオキシド部分、又は分子当り約３～１０個のエチレンオキシド部分を含
有するエトキシル化物質である。
【００８７】
　本明細書の液体洗剤組成物において有用なアルコキシル化脂肪族アルコール物質はしば
しば、約３～１７、約６～１５、又は約８～１５の範囲の親水性親油性バランス（ＨＬＢ
）を有する。アルコキシル化脂肪族アルコール非イオン性界面活性剤は、商品名Ｎｅｏｄ
ｏｌ及びＤｏｂａｎｏｌで、Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから販売さ
れている。
【００８８】
　好適な非イオン性界面活性剤としては、エトキシ化非イオン性界面活性剤が挙げられ、
これには第一級及び二級アルコールエトキシレート、特にアルコール１モル当たり平均１
～５０又は更には２０モルのエチレンオキシドでエトキシル化されたＣ８～Ｃ２０脂肪族
アルコール、より特にアルコール１モル当たり平均１～１０モルのエチレンオキシドでエ
トキシル化されたＣ１０～Ｃ１５第一級及び二級脂肪族アルコールが挙げられる。非エト
キシル化アルコール非イオン性界面活性剤としては、アルキルポリグリコシド、グリセロ
ールモノエーテル、及びポリヒドロキシアミド（グルカミド）、ヤシ油脂肪酸グリセレス
が挙げられる。
【００８９】
　エトキシ化アルコール非イオン性界面活性剤は、例えば、エチレンオキシド（３～８ｍ
ｏｌ）の９～１５個の炭素原子を有する第一級アルコール（１ｍｏｌ）との縮合物であり
得る。
【００９０】
　非イオン性界面活性剤は、式Ｒ（ＥＯ）ｎで示す脂肪アルコールエトキシレートを含ん
でもよく、ここでＲは４～３０個の炭素原子のアルキル鎖を示し、（ＥＯ）はエチレンオ
キシドモノマーの１単位を示し、ｎは０．５～２０の平均値を有する。
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【００９１】
　本明細書において有用な非イオン性界面活性剤の他の好適な種類には、アミンオキシド
界面活性剤類が含まれる。アミンオキシドは、当該技術分野では多くの場合に「半極性」
非イオン性物質と呼ばれる物質である。アミンオキシドは、式：Ｒ（ＥＯ）ｘ（ＰＯ）ｙ

（ＢＯ）ｚＮ（Ｏ）（ＣＨ２Ｒ’）２．ｑＨ２Ｏを有する。この式において、Ｒは、飽和
又は不飽和、直鎖又は分岐鎖であり得る比較的長鎖のヒドロカルビル部分であり、８個～
２０個、又は１０個～１６個の炭素原子を含有してよく、又はＣ１２～Ｃ１６第一級アル
キルである。Ｒ’は短鎖部分であり、一態様では、Ｒ’は水素、メチル及び－ＣＨ２ＯＨ
から選択してよい。ｘ＋ｙ＋ｚが０とは異なる場合、ＥＯは、エチレンオキシ、ＰＯは、
プロピレンオキシ（propyleneneoxy）、ＢＯは、ブチレンオキシである。アミンオキシド
界面活性剤は、Ｃ１２～１４アルキルジメチルアミンオキシドによって例示される。
【００９２】
　非イオン性洗浄界面活性剤の非限定的な例としては、ａ）Ｃ１２～Ｃ１８アルキルエト
キシレート（ＮＥＯＤＯＬ（登録商標）非イオン性界面活性剤類（Ｓｈｅｌｌ）など）；
ｂ）Ｃ６～Ｃ１２アルキルフェノールアルコキシレート（ここで、アルコキシレート単位
はエチレンオキシ単位とプロピレンオキシ単位の混合物である）；ｃ）Ｃ１２～Ｃ１８ア
ルコール及びエチレンオキシド／プロピレンオキシドブロックコポリマーとのＣ６～Ｃ１

２アルキルフェノール縮合物（例えばＢＡＳＦから販売されるＰｌｕｒｏｎｉｃ（登録商
標））；ｄ）米国特許第６，１５０，３２２号において議論されるようなＣ１４～Ｃ２２

中鎖分枝状アルコール（ＢＡ）；ｅ）米国特許第６，１５３，５７７号、米国特許第６，
０２０，３０３号及び米国特許第６，０９３，８５６号において議論されるようなＣ１４

～Ｃ２２中鎖分枝状アルキルアルコキシラート類、ＢＡＥｘ（ここで、ｘは１～３０であ
る）；ｆ）１９８６年１月２６日発行のＬｌｅｎａｄｏによる米国特許第４，５６５，６
４７号で議論されるようなアルキル多糖類；特に、米国特許第４，４８３，７８０号及び
米国特許第４，４８３，７７９号で議論されるようなアルキルポリグリコシド；ｇ）米国
特許第５，３３２，５２８号、国際公開第９２／０６１６２号、第９３／１９１４６号、
第９３／１９０３８号、及び第９４／０９０９９号で議論されるようなポリヒドロキシ脂
肪酸アミド；並びにｈ）米国特許第６，４８２，９９４号及び国際公開第０１／４２４０
８号で議論されるようなエーテル末端保護ポリ（オキシアルキル化）アルコール界面活性
剤が挙げられる。
【００９３】
　当該組成物は、０．５重量％～７．５重量％、又は更には１重量％～５重量％の非イオ
ン性界面活性剤を含んでもよい。
【００９４】
　カチオン性ポリマー
　単位用量物品は、カチオン性ポリマーを更に任意に含んでもよい。カチオン性ポリマー
は、ヒドロキシエチルセルロースポリマーである。好ましくは、ヒドロキシエチルセルロ
ースポリマーは、トリメチルアンモニウム置換エポキシドと誘導体化されている。ポリマ
ーは、１００，０００～８００，０００ダルトンの分子量を有してもよい。
【００９５】
　本明細書での使用に好適なカチオン性セルロースポリマーは、疎水的に改質されたもの
又はそうではないものを含んでもよく、これらには、疎水性置換基を含み、１００，００
０～８００，０００の分子量を有するものを含む。これらのカチオン性ポリマーは、以下
の一般構造式Ｉに従う、置換型の無水グルコース繰り返し単位を有する。
【００９６】
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【化１】

　［式中、
　ａ．ｍは、２０～１０，０００の整数であり、
　ｂ．各Ｒ４はＨであり、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ、Ｈ、Ｃ１～Ｃ３２アルキル、Ｃ

１～Ｃ３２置換アルキル、Ｃ５～Ｃ３２又はＣ６～Ｃ３２アリール、Ｃ５～Ｃ３２又はＣ

６～Ｃ３２置換アリール、Ｃ６～Ｃ３２アルキルアリール、又はＣ６～Ｃ３２置換アルキ
ルアリール、
【００９７】
【化２】

　からなる群から独立して選択される。好ましくは、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ、Ｈ、
Ｃ１～Ｃ４アルキル、
【００９８】
【化３】

　及びこれらの混合物からなる群から独立して選択される。
　［式中、
　ｎは、０又は１０から選択される整数であり、
　Ｒｘは、Ｒ５、
【００９９】
【化４】

　からなる群から選択され、
　前記多糖は、少なくとも１つのＲｘを含み、前記Ｒｘは
【０１００】
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【化５】

　からなる群から選択される構造を有し、
　ここでＡ－は好適なアニオンである。好ましくは、Ａ－はＣｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、メチ
ルスルフェート、硫酸エチル、トルエンスルホネート、カルボキシラート、及びホスフェ
ートからなる群から選択され、
　Ｚは、カルボキシラート、ホスフェート、ホスホネート、及び硫酸塩からなる群から選
択される。
【０１０１】
　ｑは、１～４から選択される整数であり、
　各Ｒ５は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ３２アルキル、Ｃ１～Ｃ３２置換アルキル、Ｃ５～Ｃ３２又は
Ｃ６～Ｃ３２アリール、Ｃ５～Ｃ３２又はＣ６～Ｃ３２置換アリール、Ｃ６～Ｃ３２アル
キルアリール、Ｃ６～Ｃ３２置換アルキルアリール、ＯＨからなる群から独立して選択さ
れる。好ましくは、各Ｒ５は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ３２アルキル、及びＣ１～Ｃ３２置換アルキ
ルからなる群から選択される。より好ましくは、Ｒ５は、Ｈ、メチル、エチルからなる群
から選択される。
【０１０２】
　各Ｒ６は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ３２アルキル、Ｃ１～Ｃ３２置換アルキル、Ｃ５～Ｃ３２又は
Ｃ６～Ｃ３２アリール、Ｃ５～Ｃ３２又はＣ６～Ｃ３２置換アリール、Ｃ６～Ｃ３２アル
キルアリール、及びＣ６～Ｃ３２置換アルキルアリールからなる群から独立して選択され
る。好ましくは、各Ｒ６は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ３２アルキル、及びＣ１～Ｃ３２置換アルキル
からなる群から選択される。
【０１０３】
　各Ｔは、Ｈ、
【０１０４】

【化６】

　から独立して選択され、
　式中、当該多糖類中の各ｖは、１～１０の整数である。好ましくは、ｖは１～５の整数
である。当該多糖類中の各Ｒｘの全てのｖ指数の合計は、１～３０、より好ましくは１～
２０、更に好ましくは１～１０の整数である。鎖中、最後の
【０１０５】

【化７】

　において、Ｔは常にＨである。
【０１０６】
　ポリマーの無水グルコース環上のアルキル置換の範囲は、高分子系物質のグルコース単
位１個当り約０．０１％～５％、より好ましくはグルコース単位１個当り約０．０５％～
２％であってもよい。
【０１０７】
　カチオン性セルロースは、グリオキサル等のジアルデヒドで軽度に架橋されて、周囲温
度で水に添加された際に、こぶ、小塊、又はその他の凝集が形成されることを防止しても
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よい。
【０１０８】
　構造式Ｉのカチオン性セルロースポリマーには、同様に、市販のものが包含され、市販
物質を従来の化学修飾によって調製できる物質が更に包含される。構造式Ｉの市販されて
いるセルロースポリマーには、Ｕｃａｒｅ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＪＲ　３０Ｍ、ＪＲ　４０
０、ＪＲ　１２５、ＬＲ　４００、及びＬＫ　４００ポリマーの商品名で販売されている
もの等のＩＮＣＩ名ポリクオタニウム１０、Ｓｏｆｔｃａｒ　ＳＫ（商標）、の商品名で
販売されているもの等のポリクオタニウム６７（以上、Ａｍｅｒｃｈｏｌ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎ（Ｅｄｇｅｗａｔｅｒ　ＮＪ）から市販されている）、Ｃｅｌｑｕａｔ　Ｈ２
００及びＣｅｌｑｕａｔ　Ｌ－２００の商品名で販売されているもの等のポリクオタニウ
ム４（以上、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｃｈｅｃｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐ
ａｎｙ（Ｂｒｉｄｇｅｗａｔｅｒ　ＮＪ）から市販されている）が挙げられる。他の好適
な多糖としては、グリシジルＣ１２～Ｃ２２アルキルジメチルアンモニウムクロリドで四
級化されたヒドロキシエチルセルロース又はヒドロキシプロピルセルロースが挙げられる
。このような多糖の例としては、商品名Ｑｕａｔｅｒｎｉｕｍ　ＬＭ　２００でＡｍｅｒ
ｃｈｏｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｅｄｇｅｗａｔｅｒ　ＮＪ）から市販されている、
ＩＮＣＩ名ポリクオタニウム２４のポリマーが挙げられる。カチオン性デンプンは、Ｄ．
Ｂ．Ｓｏｌａｒｅｋ　ｉｎ　Ｍｏｄｉｆｉｅｄ　Ｓｔａｒｃｈｅｓ，Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅ
ｓ　ａｎｄ　Ｕｓｅｓ（ＣＲＣ　Ｐｒｅｓｓにより出版（１９８６））及びＵ．Ｓ．Ｐａ
ｔ．Ｎｏ．７，１３５，４５１，ｃｏｌ．２，ｌｉｎｅ　３３－ｃｏｌ．４，ｌｉｎｅ　
６７に記載されている。
【０１０９】
　ヒドロキシエチルセルロースポリマーは、粒子として組成物に添加されてもよい。これ
は、粒子の組成物中に存在してもよいし、液体として、又はこれらの混合物として存在し
てもよい。
【０１１０】
　これは限定的に解されるべきではないが、ヒドロキシエチルセルロースポリマーは、布
地を柔らかくするのに有用である。驚くべきことに、ヒドロキシエチルセルロースを含む
場合の本発明の組成物は、本発明の範囲にない組成物と比較して、布地を柔らかくする効
果が改善されることが分かっている。
【０１１１】
　補助剤成分
　単位用量物品は、補助剤成分を含んでもよい。当該補助洗濯洗剤成分は、漂白剤、漂白
触媒、染料、ぼかし剤、洗浄ポリマー、アルコキシ化ポリアミン、ポリエチレンイミン、
アルコキシ化ポリエチレンイミン、汚れ放出ポリマー、両親媒性グラフトポリマー、界面
活性剤、溶媒、移染阻害剤、キレート剤、酵素、香料、封入香料、香料提供剤、泡抑制剤
、光沢剤、ポリカルボン塩酸、構造剤、酸化防止剤、定着補助剤、及びこれらの混合物か
ら選択される。
【０１１２】
　ぼかし染料：液体洗濯洗剤組成物は、ぼかし染料を含んでもよい。本洗濯ケア組成物に
用いられるぼかし染料は、ポリマー性又は非ポリマー性染料、色素、又はこれらの混合物
を含んでもよい。好ましくは、ぼかし染料はポリマー性染料を含み、発色団成分及びポリ
マー性成分を含む。発色団成分は、光に曝露すると、青、赤、スミレ色、紫、又はこれら
の組み合わせの範囲の波長の光を吸収するものであると特徴付けられる。一態様では、発
色団成分は、水及び／又はメタノール中で最大約５２０ナノメートル～約６４０ナノメー
トルの吸収スペクトルを示し、他の態様では、水及び／又はメタノール中で約５６０ナノ
メートル～約６１０ナノメートルの吸収スペクトルを示す。
【０１１３】
　あらゆる好適な発色団を使用し得るが、染料発色団は、好ましくは、ベンゾジフラン、
メチン、トリフェニルメタン、ナフタルイミド、ピラゾール、ナフトキノン、アントラキ
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ノン、アゾ、オキサジン、アジン、キサンテン、トリフェノジオキサジン、及びフタロシ
アニン染料発色団から選択される。モノ及びジアゾ染料発色団が好適である。
【０１１４】
　ぼかし染料は、少なくとも３つの連続繰り返し単位の１つ以上に共有結合している発色
団を有する染料ポリマーを含んでもよい。この繰り返し単位自体は発色団を有する必要が
ないことは理解されよう。染料ポリマーは、少なくとも５、又は少なくとも１０、更には
少なくとも２０の連続繰り返し単位を含んでもよい。
【０１１５】
　繰り返し単位は、オキシアルキレンオキシ及びポリオキシアルキレンオキシと組み合わ
せたフェニルジカルボン酸塩等の有機エステルから得られる。繰り返し単位は、アルケン
、エポキシド、アジリジン、炭水化物から得られる。これらは、ヒドロキシアルキルセル
ロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロ
キシブチルセルロース、及びヒドロキシブチルメチルセルロース、又はこれらの混合物等
の変性セルロースを含む単位を有する。繰り返し単位は、アルケン、エポキシド、又はこ
れらの混合物から得てもよい。繰り返し単位は、アルコキシ基とも呼ばれる場合のあるＣ
２～Ｃ４アルキレンオキシ基、好ましくはＣ２～Ｃ４アルキレンオキシドから得てもよい
。繰り返し単位は、Ｃ２～Ｃ４アルコキシ基、好ましくはエトキシ基から得てもよい。
【０１１６】
　本発明の目的のために、前記少なくとも３つの連続繰り返し単位は重合成分を形成する
。当該重合成分は、直接又は連結基を介して間接に発色団基と共有結合してもよい。好適
なポリマー性成分の例は、複数の繰り返し単位を有するポリオキシアルキレン鎖を含む。
一態様では、ポリマー性成分は、２個～約３０個の繰り返し単位、２個～約２０個の繰り
返し単位、２個～約１０個の繰り返し単位、更には約３又は４～約６個の繰り返し単位を
有するポリオキシアルキレン鎖を含む。ポリオキシアルキレン鎖の非限定例には、エチレ
ンオキシド、プロピレンオキシド、グリシドールオキシド、ブチレンオキシド、及びこれ
らの混合物が挙げられる。
【０１１７】
　キレート剤：また、本明細書の組成物は、任意で、１つ又は２つ以上の銅、鉄、及び／
又はマンガンキレート剤を含有してよい。使用される場合、キレート剤は、一般に本明細
書の組成物の重量で約０．１％～約１５％、又は本明細書の組成物の重量で約３．０％～
約１５％含まれるであろう。好適なキレート剤は、ジエチレントリアミン五酢酸、ジエチ
レントリアミンペンタ（メチルホスホン酸）、エチレンジアミン－Ｎ’Ｎ’－二コハク酸
、エチレンジアミン四酢酸、エチレンジアミンテトラ（メチレンホスホン酸）、ヒドロキ
シエタンジ（メチレンホスホン酸）、及びこれらの任意の組み合わせから選択される。好
適なキレート剤は、エチレンジアミン－Ｎ’Ｎ’－二コハク酸（ＥＤＤＳ）及び／又はヒ
ドロキシエタンジホスホン酸（ＨＥＤＰ）である。洗濯洗剤組成物は、エチレンジアミン
－Ｎ’Ｎ’－二コハク酸、又はその塩を含み得る。エチレンジアミン－Ｎ’Ｎ’－二コハ
ク酸は、Ｓ，Ｓエナンチオマー形態であってよい。組成物は４，５－ジヒドロキシ－ｍ－
ベンゼンジスルホン酸二ナトリウム塩、グルタミン酸－Ｎ，Ｎ－二酢酸（ＧＬＤＡ）及び
／又はそれらの塩、２－ヒドロキシピリジン－１－オキシド、Ｔｒｉｌｏｎ　Ｐ（商標）
（ＢＡＳＦ（Ｌｕｄｗｉｇｓｈａｆｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）から入手可能）を含み得る。
炭酸カルシウム結晶成長阻害剤も好適なキレート剤である。好適な炭酸カルシウム結晶成
長阻害剤は、１－ヒドロキシエタンジホスホン酸（ＨＥＤＰ）及びその塩、Ｎ，Ｎ－ジカ
ルボキシメチル－２－アミノペンタンー１，５－二酸及びその塩、２－ホスホノブタンー
１，２，４－トリカルボン酸及びその塩、及びこれらの任意の組み合わせからなる群から
選択されてもよい。
【０１１８】
　組成物は、炭酸カルシウム結晶成長阻害剤を含み、これは、１－ヒドロキシエタンジホ
スホン酸（ＨＥＤＰ）及びその塩、Ｎ，Ｎ－ジカルボキシメチル－２－アミノペンタンー
１，５－二酸及びその塩、２－ホスホノブタンー１，２，４－トリカルボン酸及びその塩
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、及びこれらの任意の組み合わせからなる群から選択されてもよい。
【０１１９】
　ポリマー：好適なポリマーとしては、カルボキシレートポリマー、ポリエチレングリコ
ールポリマー、テレフタレートポリマー等のポリエステル汚れ放出ポリマー、アミンポリ
マー、セルロース系ポリマー、移染阻害ポリマー、所望により１：４：１の比率のイミダ
ゾールとエピクロロヒドリンとの縮合によって生成される縮合オリゴマー等の染料固定ポ
リマー、ヘキサメチレンジアミン誘導体ポリマー、及びこれらの任意の組み合わせが挙げ
られる。
【０１２０】
　酵素：組成物は、洗浄性能及び／又は布地ケア効果を提供する１つ又は２つ以上の洗浄
性酵素を含んでよい。好適な酵素の例としては、限定するものではないが、ヘミセルラー
ゼ、ペルオキシダーゼ、プロテアーゼ、セルラーゼ、キシラナーゼ、リパーゼ、ホスホリ
パーゼ、エステラーゼ、クチナーゼ、ペクチナーゼ、ケラタナーゼ、レダクターゼ、オキ
シダーゼ、フェノールオキシダーゼ、リポキシゲナーゼ、リグニナーゼ、プルラナーゼ、
タンナーゼ、ペントサナーゼ、マラナーゼ、βグルカナーゼ、アラビノシダーゼ、ヒアル
ロニダーゼ、コンドロイチナーゼ、ラッカーゼ、及びアミラーゼ、又はこれらの混合物が
挙げられる。典型的な組み合わせは、プロテアーゼ、リパーゼ、クチナーゼ及び／又はセ
ルラーゼのような従来の適用可能な酵素をアミラーゼと組み合わせた混液である。
【０１２１】
　溶媒：本組成物は、溶媒を含み得る。当該溶媒は、好ましくは１５００未満、より好ま
しくは１０００未満、更に好ましくは７００未満、更に５００未満の分子量を有する。好
ましくは、当該溶媒は、１０より大きい分子量を有する。
【０１２２】
　当該溶媒は、アルコール、ジオール、モノアミン誘導体、グリコール、ポリアルキレン
グリコール、例えばポリエチレングリコール、プロパンジオール、モノエタノールアミン
、又はその混合物から選択してもよい。
【０１２３】
　当該溶媒は、３００～６００の分子量を有するポリエチレングリコール（ＰＥＧ）、ジ
プロピレングリコール（ＤＰＧ）、ｎブトキシプロポキシプロパノール（ｎＢＰＰ）、及
びそれらの混合物を有する群から選択される。より好ましくは、当該溶媒は、４００～６
００の分子量を有するポリエチレングリコール（ＰＥＧ）、ジプロピレングリコール（Ｄ
ＰＧ）、ｎブトキシプロポキシプロパノール（ｎＢＰＰ）、ポリプロピレングリコール（
ＰＰＧ）、及びそれらの混合物を有する群から選択される。
【０１２４】
　構造剤：本組成物は、構造剤を含み得る。あらゆる好適な構造剤を使用し得るが、市販
のＴｈｉｘｃｉｎ等の水素化ヒマシ油構造剤が好ましい。
【０１２５】
　当該構造剤は、非ポリマー性構造剤、好ましくは結晶化可能グリセリドであってもよい
。当該構造剤は、ポリマー性構造剤、好ましく繊維系ポリマー性構造剤、より好ましくセ
ルロース系繊維系構造剤であってもよい。
【０１２６】
　その他のポリマー製構造剤は、疎水的に改質されたエトキシ化ウレタン（ＨＥＵＲ），
疎水的に改質されたアルカリ膨潤性乳剤（ＨＡＳＥ）、及びこれらの混合物からなる群か
ら選択される。
【０１２７】
　泡抑制剤：組成物は、泡抑制剤、好ましくはシロキサン系ポリマー泡抑制剤（本明細書
では単に「泡抑制剤」とも呼ぶ）を含んでもよい。当該泡抑制剤は、オルガノ修飾シロキ
サンポリマーであってもよい。オルガノ修飾シロキサンポリマーは、任意にシリコーン樹
脂及び／又は変性シリカと結合してもよいアリール又はアルキルアリール置換基を含んで
もよい。一実施形態では、泡抑制剤は、シリコーン樹脂、及び任意要素として一次充填剤
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ーから選択される。米国特許第６，５２１，５８６　Ｂ１号、同第６，５２１，５８７　
Ｂ１号、米国特許出願第２００５　０２３９９０８　Ａ１号、同第２００７　０１６７３
　Ａ１号（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐ．）、及び米国特許出願第２００８　００
２１１５２　Ａ１号（Ｗａｃｋｅｒ　Ｃｈｅｍｉｅ　ＡＧ）に記載されるような、シリコ
ーン樹脂及び修飾シリカと結合したアリール又はアルキルアリール（alkyaryl）置換基を
有するオルガノ修飾シリコーンポリマーからなるシリコーン泡抑制剤が特に好ましい。
【０１２８】
　酸化防止剤：液体洗濯洗剤組成物は、酸化防止剤を含んでもよい。酸化防止剤は、好ま
しくは、ブチル化ヒドロキシトルエン、（ＢＨＴ）、ブチル化ヒドロキシアニソール（Ｂ
ＨＡ）、トリメトキシ安息香酸（ＴＭＢＡ）、α，β，λ及びδトコフェノール（ビタミ
ンＥ酢酸塩）、６ヒドロキシ－２，５，７，８－テトラ－メチルクロマン－２－カルボン
酸（トロロクス）、１，２，ベンズイソチアゾリン－３－オン（ｐｒｏｘｅｌ　ＧＬＸ）
、タンニン酸、没食子酸、Ｔｉｎｏｇｕａｒｄ　ＡＯ－６、Ｔｉｎｏｇｕａｒｄ　ＴＳ、
アスコルビン酸、アルキル化フェノール、エトキシキノン２，２，４トリメチル、１－２
－ジヒドロキノリン、２，６ジ又はｔｅｒｔ又はブチルヒドロキノン、ｔｅｒｔ、ブチル
、ヒドロキシルアニソール、リグノスルホン酸及びその塩類、ベンゾフラン、ベンゾピラ
ン、トコフェノールソルベート、ブチル化ヒドロキシル安息香酸及びその塩類、没食子酸
及びそのアルキルエステル、尿酸並びにその塩類及びアルキルエステル、ソルビン酸及び
その塩類、ジヒドロキシフマル酸及びその塩類、並びにこれらの混合物からなる群から選
択される。好ましい酸化防止剤は、アルカリ及びアルカリ土類金属の亜硫酸塩及び硫化水
素酸塩、より好ましくは亜硫酸ナトリウム又は硫化水素酸ナトリウムからなる群から選択
されるものである。
【０１２９】
　水：液体洗濯洗剤組成物は、０．５～５０重量％の水、又は０．５～２５重量％の水、
更には１～１５重量％の水を含んでもよい。
【０１３０】
　当該液体洗濯洗剤組成物は、重量で５０％未満、又は４０％未満、更には３０％未満の
水を含んでもよい。当該液体洗濯洗剤組成物は、組成物の重量で１％～３０％、又は２％
～２０％、更には３％～１５％の水を含んでもよい。
【０１３１】
　作製プロセス
　任意の好適なプロセスを、本発明の組成物を製造するために用いることができる。当業
者は、当該技術において公知の好適なプロセスを知っているであろう。
【０１３２】
　使用方法
　本発明の単位用量物品は、洗濯物が既に投入されている又はこれから投入される洗浄溶
液に添加することができる。これは、自動洗濯機の作動時に使用し、ドラム又は洗剤入れ
に直接添加してもよい。柔軟剤又は染み抜き剤等の他の選択洗剤組成物と組み合わせて使
用してもよい。洗浄溶液に添加する前に、染みに対して前処理組成物として使用してもよ
い。
【実施例】
【０１３３】
　（実施例１）
　以下に液体洗剤組成物と異なる界面活性剤組成物について説明する。例Ｂ、Ｃ、Ｅ、Ｆ
、及びＧは本発明の例であり、例Ａ及びＤは本発明の範囲にない例である。
【０１３４】
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【表１】

　＊含有される場合、複数区画パウチ設計の使用により、酵素から分離されている。
　＊＊プロパンジオール、グリセロール、エタノール、ジプロピレングリコール、ポリエ
チレングリコール、ポリプロピレングリコールを含んでもよいが、これらに限定されない
。
【０１３５】
　調合物ＡからＧ　２８ｇをＰＶＡフィルム（単一の区画、又はカチオン変性ヒドロキシ
エチルセルロースが含有される場合は複数の区画）に封入し、これをテリー及びポリエス
テルトレーサー及び３．０ｋｇの混成（綿、ポリコットン、ポリエステル）バラスト荷重
と共に洗浄した（４０℃、２．５ｍｍｏｌ／Ｌ水硬度を用いたＭｉｅｌｅ　Ｗ１７１４シ
ョートコットンサイクル）。乾燥工程の後、テリー繊維固着物が６０℃でエタノールから
抽出された（実験室シェーカーで２時間）。抽出物は、大容量注入ＧＣ－ＭＳ分析を用い
て、香料原料の定着を分析された。トナリドを内部標準として、内部標準較正方法によっ
て定量した。香料の定着結果は、布地１ｇ当たりの定着されたＰＲＭ（μｇ）で以下に示
す。
【０１３６】
【表２】

【０１３７】
　同時に洗浄された濡れたテリートレーサー及び乾燥した（物干しかけ）テリートレーサ
ーに対して、ヘッドスペース分析を行った。５セットを高速ヘッドスペースＧＣ／ＭＳに
よって分析した。テリー面トレーサーの４ｃｍ×４ｃｍ角を２５ｍＬヘッドスペースびん
に移入した。布地サンプルを、７５℃で１０分間、平衡化させた。上記ヘッドスペースに
おいて、布地をＳＰＭＥ（５０／３０μｍ　ＤＶＢ／Ｃａｒｂｏｘｅｎ／ＰＤＭＳ）法に
より５分間サンプリングした。続いて、ＳＰＭＥファイバーを、ＧＣ内でオンライン加熱
脱着した。検体を、高速ＧＣ／ＭＳのフルスキャンモードで分析した。香料原料の特定の
質量のイオン抽出により、上記試験片上の総ヘッドスペース反応（エリア数で示す）を求
めた。
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【０１３８】
【表３】

【０１３９】
【表４】

【０１４０】
　本明細書で開示する寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限られるとして理解
されるべきではない。それよりむしろ、特に指示がない限り、このような寸法はそれぞれ
、列挙された値とその値を囲む機能的に同等な範囲との両方を意味することを意図する。
例えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図す
る。
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